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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・ヒューマン・
ファンド 

 

 

運用報告書(全体版) 
 

第５期 
 

決算日：2024年７月17日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・ヒューマン・ファンド」は、

2024年７月17日に第５期の決算を行いまし

たので、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2022年１月18日（当初設定日）から2032年
１月16日までです。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として
積極的な運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・ヒューマン・マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

投資信託証券 

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券を主要投資対
象とし、人々が充実した生活を送ること
をサポートするための様々なサービス

を提供する日本を含む世界の企業の株
式などに実質的に投資を行うことによ
り信託財産の成長を図ることを目的と

して積極的な運用を行うことを基本と
します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

当ファンド 

①投資信託証券（マザーファ

ンド受益証券を除きま
す。）への投資割合は、信託
財産の純資産総額の５％

以内とします。 
②外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

①投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

②投資信託証券、短期社債
等、コマーシャル・ペー
パーおよび指定金銭信託

の受益証券以外の有価証
券への直接投資は行いま
せん。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し
ます。ただし、必ず分配を行うものでは
ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託者の判断に基づき、元本部分
と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2022年１月18日 10,000 － － － 0.1 

１期(2022年７月19日) 9,492 0 △ 5.1 99.2 541 

２期(2023年１月17日) 8,755 0 △ 7.8 99.1 425 

３期(2023年７月18日) 10,147 35 16.3 99.2 482 

４期(2024年１月17日) 11,118 160 11.1 99.2 329 

５期(2024年７月17日) 12,299 250 12.9 99.1 167 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は、それぞれ当初設定価額および当初設定元本額を記載しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2024年１月17日 11,118 － 99.2 

１月末 11,378 2.3 99.3 

２月末 11,631 4.6 99.2 

３月末 11,895 7.0 99.2 

４月末 11,687 5.1 99.2 

５月末 11,644 4.7 99.1 

６月末 12,287 10.5 99.2 

(期  末)    

2024年７月17日 12,549 12.9 99.1 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

 

当期の分配金込み基準価額は、12.9％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年１月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑ 実質的に組入れているリクルートホールディングス（日本、商業・専門サービス）やネットフリック

ス（米国、メディア・娯楽）などの株式の価格が上昇したこと 

上昇↑ 円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期初の2024年１月は、中国の景気刺激策や欧米企業の良好な決算などを受けて１月後半

にかけ上昇しました。その後も、米国および欧州の中央銀行による利下げ期待に加え、米国の経済指標の堅

調さや欧州の景況感の改善、半導体関連企業など主要企業の良好な決算、先進国の株価の過去最高値更新な

どを背景に、世界の株式市場も大幅に上昇しました。４月には、米国の消費者物価指数が市場の予想を上

回ったことから米連邦準備制度理事会（FRB）の早期利下げ見通しが後退、それに伴う米国長期金利の上昇

や、中東での戦闘激化、原油高も重しとなり４月末まで下落しましたが、５月前半、米国雇用統計やインフ

レ圧力の鈍化などを受けてFRBの早期利下げ見通しが高まったほか、欧州中央銀行（ECB）の利下げ転換観測

などから上昇基調となりました。５月後半から６月半ばごろまでは米国経済の減速の兆候や、フランスなど

欧州の政治情勢の不透明さへの警戒感などを背景に軟調に推移したものの、期末にかけては、半導体・AI

（人工知能）の利用拡大や景気回復への期待の高まりを受け世界の株式市場は堅調に推移しました。 

・為替市場では、期初の2024年１月以降は、米国の堅調な経済指標や根強いインフレ圧力などを背景に、FRB

の早期利下げ観測が後退したことから円安・米ドル高傾向となりました。２月後半から３月中旬にかけて

は、米国の景気減速への懸念やFRBの利下げ姿勢の不透明感、日本銀行がマイナス金利政策を解除するとの

観測などから円高・米ドル安の動きとなりましたが、日本銀行のマイナス金利政策解除後も緩和的な環境が

続くとの見方を背景に４月末にかけて円安・米ドル高が継続しました。５月に入ると、FRBの早期利下げ開

始観測が浮上、また日本政府・日本銀行の為替介入への警戒感などから一時円高・米ドル安に大きく振れる

展開となりました。その後、米国の景気減速やインフレ鈍化の兆しを背景としたFRBによる利下げへの期待

感から円安・米ドル高が継続しました。６月初旬には軟調な経済指標の発表を受け、米長期金利の低下に伴

い、日米金利差の縮小が意識され円高・米ドル安に振れる局面があったものの、日本銀行が国債買い入れ減

額の具体策の決定を先延ばしし、利上げ観測が後退したことなどを受け、６月後半ごろまで円安・米ドル高

が進みました。期末にかけては、日本の為替介入への警戒感から為替相場はもみ合いで推移しました。期を

通じては円安・米ドル高が進行しました。 

 

  

投資環境 
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ピクテ・ヒューマン・マザーファンド受益証券を主要投資対象としてまいりました。 

 

＜ピクテ・ヒューマン・マザーファンド＞ 

指定投資信託証券への投資を通じて、主に人々が充実した生活を送ることをサポートするための様々なサー

ビスを提供する日本を含む世界の企業の株式などに投資を行ってまいりました。 

 
 

＜投資先ファンドの組入状況＞ 

ピクテ－ヒューマン 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  
国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 66.5％ 米国 71.3％ 

英国 14.1％ 英国 10.5％ 

オランダ 8.8％ オランダ 8.3％ 

日本 6.5％ 日本 5.9％ 

フランス 3.5％ フランス 2.3％ 

  アイルランド 1.2％  
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇組入上位10業種    

【期首】  【期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

商業・専門サービス 25.1％ 商業・専門サービス 22.3％ 

メディア・娯楽 18.7％ 消費者サービス 19.8％ 

消費者サービス 16.6％ ヘルスケア機器・サービス 15.7％ 

ヘルスケア機器・サービス 14.9％ メディア・娯楽 15.5％ 

ソフトウェア・サービス 8.7％ ソフトウェア・サービス 11.6％ 

エクイティ不動産投資信託（REIT） 7.4％ エクイティ不動産投資信託（REIT） 7.2％ 

医薬品・バイオテクノロジー 4.7％ 医薬品・バイオテクノロジー 5.1％ 

金融サービス 3.5％ 金融サービス 2.3％ 

－ － － － 

－ － － －  
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基づき表示し

ています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ウェルタワー 米国 
ヘルスケア不動産 

投資信託 
4.9％ 

ブッキング・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
5.2％ 

ブッキング・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.7％ 

リクルート 

ホールディングス 
日本 専門サービス 5.2％ 

レレックス 英国 専門サービス 4.7％ レレックス 英国 専門サービス 5.1％ 

ゾエティス 米国 医薬品 4.7％ ゾエティス 米国 医薬品 5.1％ 

ヴォルタース・ 

クルーワー 
オランダ 専門サービス 4.7％ ウェルタワー 米国 

ヘルスケア不動産 

投資信託 
5.1％ 

リクルート 

ホールディングス 
日本 専門サービス 4.6％ 

ユナイテッドヘルス・ 

グループ 
米国 

ヘルスケア・ 

サービス 
5.1％ 

コンパス・グループ 英国 
ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.5％ インテュイット 米国 ソフトウェア 5.1％ 

ユナイテッドヘルス・ 

グループ 
米国 

ヘルスケア・ 

サービス 
4.4％ ネットフリックス 米国 娯楽 4.6％ 

ネットフリックス 米国 娯楽 4.3％ 
ヴォルタース・ 

クルーワー 
オランダ 専門サービス 4.4％ 

ユニバーサル・ 

ミュージック・グループ 
オランダ 娯楽 4.1％ エレバンス・ヘルス 米国 

ヘルスケア・ 

サービス 
4.4％ 

 
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示しています。 

 

当期末の組入上位銘柄は、 

- ブッキング・ホールディングス：オンライン旅行サイト運営会社。旅行代理店から予約を取ることができる

プラットフォームを提供するほか、宿泊施設の予約、レンタカー、航空券、

パッケージツアーも手がける。 

- リクルートホールディングス ：人材サービス、マーケティング支援の国内トップ企業。世界最大級の求人

専門検索エンジンであるIndeedが成長をけん引。 

- レレックス ：情報サービス企業を傘下に持つ企業グループ。ビジネス、法律、科学、医

学など様々な業種の専門家・ビジネス顧客向けに情報・分析を提供。 

- ゾエティス ：動物用医薬品メーカー。家畜・ペット用の医薬品およびワクチンを発見、

開発、製造、販売を行う。 

- ウェルタワー ：不動産投資信託会社。老人ホームとヘルスケア施設に投資する。 

などとなりました。 

 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 

短期金融商品等に投資を行い円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用を

行ってまいりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案して決定しました。分配金の計算過程につきま

しては、10ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2024年１月18日～ 
2024年７月17日 

当期分配金 250  

(対基準価額比率) 1.992％ 

 当期の収益 250  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,525  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

足元の世界経済は高金利の環境下にありながらも米国を中心に底堅く推移しています。雇用環境が安定し、

個人消費も順調な推移が見込まれることは、人々の自己実現や個人としての充実感を得るために必要不可欠

なサービスを提供するヒューマン関連サービス企業の業績や株価にはプラスの影響が期待できます。中長期

的な視点からみても、ヒューマン関連サービス企業は、長寿化など社会の構造変化とテクノロジーの進展と

いったメガトレンド（長期的に持続するトレンド）の中で、人々のニーズを捉えた様々な、そして新しい価値

あるサービスを提供することで、人々が充実した生活を送ることを支援する企業であり、高い成長力が期待で

きるとの見方には変わりがありません。また、ヒューマン関連サービス企業への投資を通じて、社会にポジ

ティブな影響を与え、持続可能な社会に貢献することも可能であると考えます。 

 

（２）投資方針 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、人々が充実した生活を送ることをサポートするための様々

なサービスを提供する日本を含む世界の企業の株式などに実質的に投資を行うことにより信託財産の成長を

図ることを目的として積極的な運用を行うことを基本とします。実質組入外貨建資産については、原則として

為替ヘッジを行いません。主要投資先ファンドの運用に際しては、引き続きヒューマン関連サービスの３つの

投資分野（「ラーニング」、「エンジョイ」、「ケア」）の中から、丹念な企業調査の上で選別投資を行っていく方

針です。足元では業績やキャッシュ・フローの先行きに不透明要素が少なく、財務レバレッジの低い企業を選

好していきます。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 69  0.583  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 19)  (0.164)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.410)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  1)  (0.009)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 33   0.279   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.028)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 29)  (0.251)  ・その他は、一部の組入れ投資信託証券の管理報酬その他信託事務の処理等に 
 要する諸費用 

 合 計 102   0.862    

期中の平均基準価額は、11,753円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが実質的に組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.85％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドがマザーファンドを通じて組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・ヒューマン・マザーファンド 509 580 159,672 190,710 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年７月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・ヒューマン・マザーファンド 287,863 128,700 166,448 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年７月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・ヒューマン・マザーファンド 166,448 96.9 

コール・ローン等、その他 5,366 3.1 

投資信託財産総額 171,814 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 171,814,767   

 コール・ローン等 5,365,784   

 ピクテ・ヒューマン・マザーファンド(評価額) 166,448,982   

 未収利息 1   

(B) 負債 4,555,121   

 未払収益分配金 3,399,832   

 未払解約金 368   

 未払信託報酬 1,103,232   

 その他未払費用 51,689   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 167,259,646   

 元本 135,993,301   

 次期繰越損益金 31,266,345   

(D) 受益権総口数 135,993,301口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,299円 
 
＜注記事項（運用報告書作成時では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 295,996,572円

 期中追加設定元本額 1,127,857円

 期中一部解約元本額 161,131,128円

（注） １口当たり純資産額 1.2299円
 

○損益の状況 (2024年１月18日～2024年７月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       313   

 受取利息 5   

 支払利息 △       318   

(B) 有価証券売買損益 20,583,108   

 売買益 28,376,134   

 売買損 △ 7,793,026   

(C) 信託報酬等 △ 1,154,927   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 19,427,868   

(E) 前期繰越損益金 18,195,262   

(F) 追加信託差損益金 △ 2,956,953   

 (配当等相当額) (     121,562)  

 (売買損益相当額) (△ 3,078,515)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 34,666,177   

(H) 収益分配金 △ 3,399,832   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 31,266,345   

 追加信託差損益金 △ 2,956,953   

 (配当等相当額) (     121,562)  

 (売買損益相当額) (△ 3,078,515)  

 分配準備積立金 34,225,130   

 繰越損益金 △     1,832   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（19,428,639円）、信託約款に規定する収

益調整金（121,562円）および分配準備積立金（18,196,323円）

より分配対象収益は37,746,524円（10,000口当たり2,775円）で

あり、うち3,399,832円（10,000口当たり250円）を分配金額と

しております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 250円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税

５％）となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は、15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。外貨建資産への投資により外国税額控

除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年７月17日現在) 

＜ピクテ・ヒューマン・マザーファンド＞ 
 下記は、ピクテ・ヒューマン・マザーファンド全体(128,700千口)の内容です。 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ-ショートターム・マネー・マーケットJPY 4 1 158 0.1 

ピクテ-ヒューマン 28,048 12,458 165,646 99.5 

合 計 
口 数 ・ 金 額 28,053 12,459 165,804  

銘 柄 数＜比 率＞ 2 2 ＜99.6％＞  
 
（注） 比率欄は、当ファンドが組入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

 

国内投資信託証券 
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ピクテ・ヒューマン・マザーファンド 

運用状況のご報告 

第２期（決算日：2024年１月17日） 

（計算期間：2023年１月18日～2024年１月17日） 

 

受益者のみなさまへ 

 

「ピクテ・ヒューマン・マザーファンド」は、「ピクテ・ヒューマン・ファンド」が投資対象とするマ

ザーファンドで、信託財産の実質的な運用を行っております。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第２期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

●当マザーファンドの仕組みは次の通りです。  

運 用 方 針 
投資信託証券への投資を通じて、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な

運用を行うことを基本とします。 

主 要 投 資 対 象 投資信託証券 

主 な 投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合 

…制限を設けません。 

投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益証

券以外の有価証券への直接投資 

…行いません。 

外貨建資産への実質投資割合 

…制限を設けません。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ 百万円 

2022年１月18日 10,000 － － 0.0995 

１期(2023年１月17日) 8,692 △13.1 99.6 423 

２期(2024年１月17日) 11,377 30.9 99.7 327 
 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は、それぞれ当初設定価額および当初設定元本額を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年１月17日 8,692 － 99.6 

１月末 9,275 6.7 99.7 

２月末 9,367 7.8 99.7 

３月末 9,096 4.6 99.6 

４月末 9,219 6.1 99.7 

５月末 9,430 8.5 99.6 

６月末 10,164 16.9 99.6 

７月末 10,389 19.5 99.6 

８月末 10,591 21.8 99.7 

９月末 10,269 18.1 99.6 

10月末 10,005 15.1 99.6 

11月末 10,901 25.4 99.7 

12月末 11,024 26.8 99.6 

(期  末)    

2024年１月17日 11,377 30.9 99.7 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

 

当期の基準価額は、30.9％の上昇となりました。 

 

 
 

◇主な変動要因 

【当期前半】 

上昇↑ 実質的に組入れているネットフリックス（米国、メディア・娯楽）やブッキング・ホールディングス

（米国、消費者サービス）などの株式の価格が上昇したこと 

上昇↑ 円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

 

【当期後半】 

上昇↑ 実質的に組入れているレレックス（英国、商業・専門サービス）やストライド（米国、消費者サービ

ス）などの株式の価格が上昇したこと 

上昇↑ 円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期首から2023年１月末にかけては、米国のインフレ圧力の低下などを背景に米連邦準備

制度理事会（FRB）が利上げペースを減速させるとの見方が強まったことや、中国の経済活動正常化に向け

た動きへの期待などから上昇しました。３月中旬にかけては、堅調な米国景気やインフレ圧力の根強さから

利上げの長期化観測が強まったことや、米地銀の破綻を受けた金融不安を背景に世界的にリスク回避姿勢

が強まったことなどから、下落しました。その後は、各国当局の迅速な対応で金融不安への警戒感が和らい

だことから、４月上旬にかけて上昇傾向となりました。４月中旬以降は、底堅い世界経済回復への期待感が

継続した一方、欧米をはじめとする主要国・地域中央銀行による利上げ継続への警戒感などから、５月にか

けてもみ合う動きとなりました。７月下旬にかけては、米国債務上限問題の解決、米国などでインフレ圧力

低下の兆しが高まったことを受け、米利上げの最終局面が近づいているとの観測などを背景に、世界の株式

市場は上昇しました。８月以降は、ユーロ圏や中国景気の先行き不透明感、米国における国債増発や堅調な

景気動向などを受けた高金利環境の長期化懸念などから、10月にかけて下落基調で推移しました。期末にか

けては、米国や欧州でのインフレの沈静化に進展がみられたことや主要中央銀行による早期利下げ期待が

高まったことなどから、世界の株式市場は上昇しました。 

・為替市場では期首から2023年３月上旬にかけては、日本政府が日本銀行の次期総裁に起用する方針を固め

た植田氏が当面は金融緩和の継続が必要との考えを示したことなどから、円安・米ドル高となりました。３

月中旬から下旬にかけては、米地銀の破綻をきっかけとして金融不安が欧州地域などへも波及するとの懸

念が強まったことや米金利が低下したことなどから、円高・米ドル安が進行しました。その後６月にかけて

は、金融不安への過度な懸念が後退したことや、植田総裁就任後初回となる日本銀行の金融政策決定会合に

おいて、現状の金融政策の維持が決定された一方、欧米の中央銀行は金融引き締め姿勢を維持するとの見方

が強まったことなどから円安・米ドル高となりました。７月下旬にかけては、消費者物価上昇率の高まりな

どを背景に、日本銀行によるイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）政策の長期金利の許容変動幅

の修正が行われるとの観測がみられたことなどから、円高・米ドル安が進行しました。11月中旬にかけては、

米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国国債の増発懸念、根強いインフレ圧力を受けて米長期金

利が上昇したことから、円安・米ドル高が進行しました。その後は、米国のインフレ圧力鈍化や労働市場の

需給緩和の兆しなどを背景にFRBの早期利下げ期待が高まったほか、日本銀行の金融緩和政策の修正観測な

どを受けて円高・米ドル安となりました。2024年年初から期末にかけては、FRB高官による市場の利下げ織

り込みについてのけん制ともとれる発言を受けて、FRBの早期利下げ観測が後退したことなどから、円安・

米ドル高となりました。期を通してみると、米ドルは対円で上昇しました。 
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指定投資信託証券への投資を通じて、主に人々が充実した生活を送ることをサポートするための様々なサー

ビスを提供する日本を含む世界の企業の株式などに投資を行ってまいりました。 

指定投資信託証券 
組入比率 当期 

騰落率 期首 期末 

ピクテ‐ヒューマン 99.5％ 99.5％ ＋31.6％ 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 0.1％ 0.2％ －0.2％ 

 

＜投資先ファンドの組入状況＞ 

ピクテ－ヒューマン 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  
国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 60.2％ 米国 66.5％ 

日本 12.8％ 英国 14.1％ 

英国 10.9％ オランダ 8.8％ 

オランダ 8.3％ 日本 6.5％ 

ルクセンブルグ 3.6％ フランス 3.5％ 

フランス 2.0％   

中国 1.2％   

ドイツ 0.6％    
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇組入上位10業種    

【期首】  【期末】  

業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

商業・専門サービス 22.6％ 商業・専門サービス 25.1％ 

ヘルスケア機器・サービス 18.6％ メディア・娯楽 18.7％ 

メディア・娯楽 14.2％ 消費者サービス 16.6％ 

消費者サービス 11.0％ ヘルスケア機器・サービス 14.9％ 

不動産 8.8％ ソフトウェア・サービス 8.7％ 

医薬品・バイオテクノロジー 6.3％ エクイティ不動産投資信託（REIT） 7.4％ 

小売 5.6％ 医薬品・バイオテクノロジー 4.7％ 

ソフトウェア・サービス 5.5％ 金融サービス 3.5％ 

投資信託 3.6％ － － 

耐久消費財・アパレル 2.8％ － －  
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種は一部を除きGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基

づき表示しています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ウェルタワー 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
4.8％ ウェルタワー 米国 

ヘルスケア不動産 

投資信託 
4.9％ 

ユナイテッドヘルス・ 

グループ 
米国 

ヘルスケア・ 

サービス 
4.7％ 

ブッキング・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.7％ 

レレックス 英国 専門サービス 4.6％ レレックス 英国 専門サービス 4.7％ 

リクルート 

ホールディングス 
日本 専門サービス 4.4％ ゾエティス 米国 医薬品 4.7％ 

ゾエティス 米国 医薬品 4.2％ 
ヴォルタース・ 

クルーワー 
オランダ 専門サービス 4.7％ 

アイデックス 

ラボラトリーズ 
米国 

ヘルスケア機器・ 

用品 
4.0％ 

リクルート 

ホールディングス 
日本 専門サービス 4.6％ 

ベンタス 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
4.0％ コンパス・グループ 英国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.5％ 

ネットフリックス 米国 娯楽 3.9％ 
ユナイテッドヘルス・ 

グループ 
米国 

ヘルスケア・ 

サービス 
4.4％ 

ブッキング・ 

ホールディングス 
米国 

インターネット販売・ 

通信販売 
3.7％ ネットフリックス 米国 娯楽 4.3％ 

ピクテ-ショートターム・ 

マネー・マーケットUSD 

ルクセン 

ブルグ 
投資信託 3.6％ 

ユニバーサル・ 

ミュージック・グループ 
オランダ 娯楽 4.1％ 

 
（注） 組入比率は投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種は一部を除きGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示

しています。 

 

当期末の組入上位銘柄は、 

- ウェルタワー ：不動産投資信託会社。老人ホームとヘルスケア施設に投資する。 

- ブッキング・ホールディングス：オンライン旅行サイト運営会社。旅行代理店から予約を取ることができる

プラットフォームを提供するほか、宿泊施設の予約、レンタカー、航空券、

パッケージツアーも手がける。 

- レレックス ：情報サービス企業を傘下に持つ企業グループ。ビジネス、法律、科学、医

学など様々な業種の専門家・ビジネス顧客向けに情報・分析を提供。 

- ゾエティス ：動物用医薬品メーカー。家畜・ペット用の医薬品およびワクチンを発見、

開発、製造、販売を行う。 

- ヴォルタース・クルーワー ：情報サービスおよびソリューションの提供企業。ヘルスケア、税務・会計、

リスクおよびコンプライアンス、金融・法務の各分野の専門家向けサービ

スを手がける。 

などとなりました。 

 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 

短期金融商品等に投資を行い円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用を

行ってまいりました。 
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○今後の運用方針 

（１）投資環境 

足元の世界経済は、高金利の環境下でも米国を中心に旺盛な個人消費に支えられ、底堅く推移しています。

ただし、長期にわたる高金利を背景に、製造業を中心に景況感の悪化が続いていることに加え、貯蓄の減少な

ども相俟って、今後は消費の鈍化が懸念されるなど、景気の先行きは見通ししにくい状態です。こうした環境

下ではあるものの、ヒューマン関連サービス企業は、人々の自己実現や個人としての充実感を得るために必要

不可欠なサービスを提供しているため、景気動向の影響を相対的に受けにくいことなどが業績を下支えする

と考えられます。中長期的にみると、ヒューマン関連サービス企業は、長寿化など社会の構造変化とテクノロ

ジーの進展といったメガトレンド（長期的に持続するトレンド）の中で、人々のニーズを捉えた様々な、そし

て新しい価値あるサービスを提供することで、人々が充実した生活を送ることをサポートするような企業で

あり、高い成長力が期待できるとの見方には変わりがありません。また、ヒューマン関連サービス企業への投

資を通じて、社会にポジティブな影響を与え、持続可能な社会に貢献することも可能であると考えます。運用

に際しては、引き続きヒューマン関連サービスの３つの投資分野（「ラーニング」、「エンジョイ」、「ケア」）の

中から、丹念な企業調査の上で選別投資を行っていく方針です。 

 

（２）投資方針 

指定投資信託証券を主要投資対象とし、人々が充実した生活を送ることをサポートするための様々なサー

ビスを提供する日本を含む世界の企業の株式などに実質的に投資を行うことにより信託財産の成長を図るこ

とを目的として積極的な運用を行うことを基本とします。実質組入外貨建資産については、原則として為替

ヘッジを行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 49  0.491  (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） (49)  (0.491)  ・その他は、信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 49   0.491    

期中の平均基準価額は、9,977円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ-ヒューマン 58 530 19,767 213,640  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 
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○組入資産の明細 (2024年１月17日現在) 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ-ショートターム・マネー・マーケットJPY 4 4 498 0.2 

ピクテ-ヒューマン 47,756 28,048 325,918 99.5 

合 計 
口 数 ・ 金 額 47,761 28,053 326,417  

銘 柄 数＜比 率＞ 2 2 ＜99.7％＞  
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年１月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 326,417 99.5 

コール・ローン等、その他 1,621 0.5 

投資信託財産総額 328,038 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

 

国内投資信託証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年１月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 328,038,984   

 コール・ローン等 1,621,785   

 投資証券(評価額) 326,417,199   

(B) 負債 530,990   

 未払金 530,956   

 未払利息 4   

 その他未払費用 30   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 327,507,994   

 元本 287,863,685   

 次期繰越損益金 39,644,309   

(D) 受益権総口数 287,863,685口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,377円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 487,536,552円

 期中追加設定元本額 1,356,431円

 期中一部解約元本額 201,029,298円

（注） １口当たり純資産額 1.1377円

（注） 期末における元本の内訳 

 ピクテ・ヒューマン・ファンド 287,863,685円

○損益の状況 (2023年１月18日～2024年１月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      2,213   

 支払利息 △      2,213   

(B) 有価証券売買損益 117,386,006   

 売買益 117,387,118   

 売買損 △      1,112   

(C) 保管費用等 △  2,069,151   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 115,314,642   

(E) 前期繰越損益金 △ 63,793,200   

(F) 追加信託差損益金 △    136,431   

(G) 解約差損益金 △ 11,740,702   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 39,644,309   

 次期繰越損益金(Ｈ) 39,644,309   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜組入投資信託証券の内容＞
「ピクテ・ヒューマン・マザーファンド」は投資信託証券を主要投資対象としています。
以下は各投資信託の運用状況です。
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